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１
面

連
隊
長
・
本
部
付
隊
長
・
第
１
整
備
大
隊
長
の
年
頭
の
挨
拶

２
面

第
２
整
備
大
隊
長
・
補
給
隊
長
・
輸
送
隊
長
・
衛
生
隊
長
の
年
頭
の
挨
拶

３
面

年
男
・
年
女
の
紹
介

４
面

年
男
・
年
女
の
紹
介
、
二
十
歳
の
抱
負

５
面

親
父
の
一
言

６
面

コ
ラ
ム
（
地
元
自
慢
、
自
慢
の
我
が
子
、
私
の
得
意
料
理
、
期
待
の
新
戦
力
）

７
面

コ
ラ
ム
（
お
す
す
め
の
旅
先
、
私
の
趣
味
、
健
康
秘
訣
、
私
の
得
意
料
理
）

８
面

最
先
任
上
級
曹
長
交
代
、
定
年
退
官
者
・
転
出
入
者
・
表
彰
者
・
新
配
置
隊
員
の
紹
介
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記事内容

１

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

隊
員
ご
家
族
、
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
の
連
隊
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

伴
う
災
害
派
遣
活
動
に
お
い
て
、
被
災

者
に
対
す
る
生
活
支
援
、
活
動
部
隊
に

対
す
る
兵
站
・
衛
生
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
す
る
等
、

連
隊
一
丸
と
な
っ
て
各
種
任
務
を
完
遂

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
皆
様
方
の
日
頃
か
ら
の
ご
支
援

ご
協
力
の
賜
物
と
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
を
は

じ
め
連
隊
訓
練
検
閲
、
兵
站
・
衛
生
支

援
を
通
じ
、
引
き
続
き
真
に
戦
え
る
強

い
連
隊
の
育
成
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。皆

様
方
に
は
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
令
和
７
年
で
す
。

「
７
」
と
い
う
数
字
は
「
ラ
ッ

キ
ー
７
」
の
よ
う
に
幸
運
の
数
字

と
し
て
人
気
が
高
い
数
字
で
す
。

た
だ
、
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
平

成
７
年
に
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震

災
」
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
等

の
恐
ろ
し
い
大
災
害
、
大
事
件
が

発
生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
昭
和

７
年
ま
で
遡
れ
ば
「
上
海
事
変
」

「
五
・
一
五
事
件
」
な
ど
の
歴
史

の
教
科
書
に
出
て
く
る
よ
う
な
重

大
な
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
も
あ

り
ま
す
。

今
年
こ
そ
、
令
和
７
年
こ
そ
は
、

皆
様
に
と
っ
て
幸
運
が
続
く
す
ば

ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
本
部
付
隊
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第３後方支援連隊長
１等陸佐 佐藤 敦茂

本部付隊長
１等陸尉 松井 亮二

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

第
一
整
備
大
隊
長
の
伊
藤
３
佐
で

す
。
大
隊
は
、
平
素
よ
り
第
３
師
団

隷
下
各
部
隊
に
対
す
る
装
備
品
に
係

る
全
般
支
援
、
工
作
支
援
及
び
回
収

支
援
の
各
種
任
務
を
遂
行
し
て
い
る

他
、
各
種
野
外
訓
練
・
指
揮
所
訓
練

に
つ
い
て
、
自
ら
実
施
、
ま
た
は
上

級
部
隊
の
計
画
す
る
訓
練
に
参
加
し
、

各
種
事
態
に
際
し
実
効
的
に
支
援
し

得
る
能
力
を
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
中
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

ら
に
加
え
て
一
月
一
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
に
伴
う
災
害
派
遣
活

動
に
参
加
し
、
被
災
地
に
お
け
る
生

活
支
援
の
他
、
各
活
動
部
隊
へ
の
整

備
・
回
収
支
援
を
実
施
し
て
、
輪
島

市
、
珠
洲
市
及
び
能
登
町
一
帯
の
民

生
の
安
定
に
寄
与
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
も
、
引
き
続
き
各
種
任

務
を
遂
行
し
つ
つ
、
能
力
の
向
上
を

図
る
他
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
を
含
む

事
故
防
止
に
努
め
て
行
く
所
存
で
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。第１整備大隊長

３等陸佐 伊藤 裕介



２

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
隊
員
ご
家
族
、
Ｏ

Ｂ
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
春
早
々
に
起
き
た
能

登
半
島
地
震
に
際
し
、
私
自
身
も

第
三
師
団
生
活
支
援
第
二
派
派
遣

隊
長
と
し
て
災
害
派
遣
活
動
に
従

事
し
た
他
、
大
雨
に
よ
る
被
害
や

今
ま
で
に
な
い
暑
さ
に
覆
わ
れ
る

等
、
混
沌
と
し
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
い
つ
い
か
な

る
時
も
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
で

き
る
大
隊
を
日
ご
ろ
の
訓
練
等
で

段
階
的
に
築
き
上
げ
、
昨
年
の
隊

務
の
う
ち
最
重
要
事
業
で
あ
っ
た

師
団
訓
練
検
閲
を
第
三
後
方
支
援

連
隊
の
一
部
と
し
て
受
閲
し
、

「
概
ね
優
良
」
獲
得
に
貢
献
致
し

ま
し
た
。

今
年
も
、
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
完

遂
で
き
る
よ
う
、
平
素
の
各
種
教

育
訓
練
や
整
備
・
回
収
支
援
を
着

実
に
、
か
つ
、
済
々
と
実
施
し
、

い
ざ
と
い
う
時
の
力
を
備
え
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

第
３
後
方
支
援
連
隊
の
隊
員
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
が
、
こ
の
新
た
な
一

年
の
ス
タ
ー
ト
を
晴
れ
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
旦
の
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
悲
惨
な
幕
開
け
と
な
り
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
は
改
め
て
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
災
害
派
遣
に
お

い
て
輸
送
隊
は
各
種
補
給
品
等
の
輸

送
を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
育
訓
練
に
お
い
て
は
、
師
団
検
閲

を
目
標
に
複
数
次
に
よ
る
演
習
に
よ

り
練
度
を
向
上
さ
せ
連
隊
目
標
成
果

の
獲
得
に
寄
与
で
き
た
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
上
級
司
令
部
が
計
画
す

る
大
き
な
演
習
に
参
加
し
つ
つ
自
隊

の
足
腰
を
し
っ
か
り
鍛
え
る
年
で
あ

る
と
考
察
し
て
お
り
、
充
実
し
た
成

果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
明
る
く
前
向

き
に
練
成
訓
練
・
各
種
事
業
に
励
め

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
引
き
続
き
「
輸
送
任
務
完
遂

を
信
念
に
、
輸
送
隊
員
一
同
、
組
織

の
一
員
と
し
て
の
誇
り
と
謙
虚
な
気

持
ち
で
皆
様
の
信
頼
に
応
え
る
べ
く

更
に
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い

申
し
上
げ
ま
す
。

第２整備大隊長
２等陸佐 遠藤 秀幸

輸送隊長
３等陸佐 今村 優

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
部
隊
に

対
す
る
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
災
害
派
遣
で
衛
生
支
援
活
動

等
に
従
事
し
た
ほ
か
、
並
行
的
に

野
外
に
お
け
る
衛
生
支
援
活
動
を

継
続
的
に
行
う
た
め
の
取
り
組
み

や
戦
技
能
力
の
向
上
を
図
る
な
ど
、

各
種
教
育
訓
練
等
に
励
ん
だ
１
年

と
な
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
防
衛
力
整
備
計
画
の

３
年
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
厳
し

く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
に
対
す

る
危
機
感
を
引
き
続
き
抱
き
な
が

ら
、
衛
生
隊
一
丸
と
な
っ
て
、
各

種
事
態
等
に
即
応
し
柔
軟
に
対
応

し
得
る
部
隊
を
目
指
す
所
存
で
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

衛生隊長
２等陸佐 岩田 康寛

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
８
月
に
補
給
隊
長

を
拝
命
し
ま
し
た
石
井
２
佐
で
す
。

昨
年
は
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登

半
島
に
お
け
る
地
震
に
伴
い
、
補
給

隊
も
主
に
生
活
支
援
隊
の
一
部
と
し

て
入
浴
支
援
等
を
実
施
し
、
被
災
者

の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
活
動
が
で
き

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

各
種
訓
練
を
通
じ
て
部
隊
隊
員
の
能

力
向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
方

面
隊
・
師
団
や
各
種
団
体
等
が
主
催

す
る
行
事
に
お
け
る
各
種
装
備
品
展

示
等
を
通
じ
、
補
給
隊
の
活
動
に
つ

い
て
も
広
く
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
隊
員
ご

家
族
や
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、
支
え
の
賜
物
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

本
年
も
、
新
年
早
々
に
実
施
さ
れ

る
「
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
」
等
の
教
育

訓
練
を
通
じ
、
引
き
続
き
我
々
自
身

の
研
鑽
並
び
に
国
民
の
皆
様
の
安
心

に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努

め
る
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
７

年
に
お
け
る
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

補給隊長
２等陸佐 石井 慎太郎

」
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本部付隊
２等陸曹・山下 忠尊
明るく前向きに！

第２整備大隊本部
准陸尉・山本 昇吾

脱 皮

第２整備大隊本部付隊
１等陸曹・高嶋 風吹

今を生きる

第２整備大隊２直支
３等陸曹・尾山 優

健康第一！

第２整備大隊２直支
２等陸尉・村津 一平
挑戦を忘れないように。

第２整備大隊１直支
１等陸尉・浅利 朋弘

健康第一

第２整備大隊１直支
２等陸曹・柳澤 瑠奈
柔軟な対応を心掛ける

第２整備大隊１直支
３等陸曹・木原 隼平
今年こそ無冠！！

第２整備大隊１直支
３等陸曹・大橋 諒也
今年こそ結婚！！

第２整備大隊１直支
３等陸曹・清水 隆史

今年こそステップアップ！！

第２整備大隊１直支
３等陸曹・松本 健司
整備を頑張る！！

第２整備大隊２直支
３等陸曹・秋山 佑樹

大人になる。

第２整備大隊３直支
陸士長・山崎 敦杜

貯 金

第２整備大隊３直支
３等陸曹・姉崎 大貴

初志貫徹

本部付隊
２等陸曹・門脇 和彦

冷静沈着っ！

本部付隊
２等陸曹・北嶋 純一

虎視眈々と・・・ (￣ー￣)ﾆﾔﾘ

本部付隊
３等陸曹・橋本 大二郎
常に笑顔で前向きに！

本部付隊
陸曹長・山下 修

粘り強さと直感で、飛躍の乙巳！

本部付隊
２等陸曹・西村 仁志
健康第一ぃぃッ！

本部付隊
１等陸士・明石 陽人

技能と知識の向上に努めます！

第２整備大隊２直支
３等陸曹・山村 悠嗣
新たな気持ちで頑張る。

第２整備大隊２直支
陸士長・後藤 貞稔

陸曹候補生試験を頑張る。

第２整備大隊３直支
陸士長・古川 真滉

日々精進

第１整備大隊
３等陸佐・伊藤 裕介

実（み）

第１整備大隊
２等陸尉・坂本 翔平

自主自律

第１整備大隊
３等陸尉・福本 崇

体力向上

第１整備大隊
１等陸曹・南 隆太

健康第一

第１整備大隊
３等陸曹・山本 明男

暴飲暴食しない

第１整備大隊火車中
３等陸曹・富田 真
心機一転頑張ります！

第１整備大隊火車中
３等陸曹・松野 亮太

根性！！

第１整備大隊火車中
３等陸曹・上田 愛子

勇住邁進

第１整備大隊火車中
３等陸曹・安部 神司
仕事も遊びも全開！！

第１整備大隊火車中
陸士長・小南 憧真
目標をもって邁進！

第１整備大隊火車中
陸士長・山田 雄馬
さぁ！楽しもう！

第１整備大隊火車中
１等陸士・井爪 理久

日々精進して頑張ります！

第１整備大隊通電隊
２等陸尉・乾 晃輔

巳のように柔軟に頑張ります！！

第１整備大隊施設整備隊
３等陸曹・蔦原 健太
３６最今年も頑張りま。

第１整備大隊施設整備隊
３等陸曹・柳本 将志

健康第一

第１整備大隊通電隊
２等陸士・薬師神 紀花

元気に！全力で！一生懸命頑張ります！

部 隊
階級・氏名
抱 負



４

第２整備大隊１直支
陸士長・林 一輝

様々なことにチャレンジ！！

第２整備大隊１直支
陸士長・坂井 公紀

仕事により熱心に取り組む！！

第２整備大隊３直支
陸士長・石川 斗央磨

チャレンジ精神

補給隊
１等陸士・掃部 夏美

一歩二歩前進

補給隊
１等陸士・三瓶 雪斗

諸般奮闘

衛生隊
２等陸士・牛越 梨緒
２０歳、頑張ります。

第２整備大隊２直支
３等陸曹・西出 柊生
二十歳らしく、頑張る。

補給隊
２等陸士・堀川 空良

人生日々精進

補給隊
２等陸士・笹島 未羽
一生懸命全力を尽くす

補給隊
２等陸士・野村 蓮亮
目指せ！億万長者‼

補給隊
１等陸士・雑賀 世那

頑張ります❣

第１整備大隊本部付隊
陸士長・沖山 真帆
何事にも挑戦する！

第１整備大隊本部付隊
陸士長・松本 千鶴

全 力

第１整備大隊通電隊
３等陸曹・山口 泰宗

プライベートも仕事も充実させます！！

第１整備大隊通電隊
陸士長・後藤 希颯

仕事もプライベートも充実させます！

第１整備大隊火車中
３等陸曹・大久保 颯斗

謙虚に前向きに

部 隊
階級・氏名
抱 負

第２整備大隊偵戦直支
１等陸曹・水本 純也
定年までがんばります。

第２整備大隊偵戦直支
２等陸曹・山田 浩司

初志貫徹

第２整備大隊偵戦直支
陸士長・木内 凜

ヘビー級に精進します。

第２整備大隊偵戦直支
３等陸曹・竹内 竜聖

がんばります。

第２整備大隊偵戦直支
１等陸曹・中西 祐太

日々前進

補給隊
２等陸曹・加藤 健一郎
お世話になりました

補給隊
２等陸曹・萩野 拓也
３６歳も頑張ります

補給隊
２等陸曹・合田 俊輝

情熱支援

補給隊
３等陸曹・森 嵩幸
私は蛇年、アナコンダ

補給隊
３等陸曹・寒川 遥貴

日々成長

輸送隊
３等陸尉・宮田 雄史
新たな挑戦で飛躍する

補給隊
２等陸士・大林 雄大
一生懸命頑張ります

補給隊
２等陸士・栁瀬 元彌

良い家庭を築く

補給隊
陸士長・木村 天祐
賽は投げられた

補給隊
３等陸曹・品川 愁大

克己心

衛生隊
陸士長・角谷 和奏
２４歳も頑張ります。

衛生隊
陸士長・西向 恋夏

一日一笑

衛生隊
３等陸曹・松田 拓人
２４歳も頑張ります。

衛生隊
陸曹長・池口 貴彦

健康第一で頑張ります。



５

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
本
部
付
隊
通
信
小
隊
長
の
田

浦
３
尉
で
す
。

昨
年
７
月
に
先
任
上
級
曹
長
と
し
て
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に

投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
３
等
陸
尉

に
任
官
し
幹
部
と
し
て
勤
務
し
感
じ
た
事
を
投
稿
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

前
回
は
、
「
仲
間
」
に
つ
い
て
の
記
事
を
書
き
ま
し
た
が

（
気
に
な
る
方
は
【
六
甲
第
８
７
号
】
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
）
今
回
に
つ
い
て
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
親
父
の
一
言
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
ま
で
「
親
父
の
一
言
」
と
言
え
ば
、
「
親
父
の

つ
ぶ
や
き
」
「
親
父
の
独
り
言
」
と
い
う
風
に
こ
の
言
葉

を
と
ら
え
て
お
り
、
「
何
と
な
く
私
の
言
い
た
い
事
が
伝

わ
ら
な
い
か
な
？
」
「
言
い
た
い
事
を
感
じ
取
っ
て
欲
し

い
な
ぁ
・
・
・
」
と
、
あ
く
ま
で
も
相
手
に
そ
の
回
答
を

委
ね
る
よ
う
な
言
葉
と
し
て
と
ら
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
小
隊
の
隊
員
を
率
い
て
思
う
こ
と
は
、
「
親
父
の
一

言
」
特
に
私
の
よ
う
な
「
親
父
幹
部
の
一
言
」
は
、
部
下

の
や
る
気
、
ま
た
業
務
を
効
率
良
く
す
る
「
善
の
一
言
」

も
あ
れ
ば
、
部
下
の
や
る
気
を
削
ぎ
、
二
度
手
間
を
強
い

る
事
も
あ
る
「
悪
の
一
言
」
も
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
で

す
か
ら
相
手
に
委
ね
る
一
言
で
は
な
く
私
が
決
断
、
指
針

を
示
す
「
善
の
一
言
」
を
部
下
隊
員
に
掛
け
て
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
事
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ
が
な
か
な
か
実
践
が
難
し
い
、
日
々

「
一
言
」
の
重
み
を
痛
感
し
ま
す
。

私
は
、
幹
部
自
衛
官
と
し
て
、
仲
間
の
親
父
の
様
な
存

在
と
し
て
、
積
極
的
に
職
務
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

入
隊
か
ら
今
年
で
三
十
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
、
衛
生
隊
・

先
任
上
級
曹
長
の
及
川
曹
長
で
す
。

災
害
派
遣
を
経
て
自
分
が
感
じ
た
事
と
、
時
間
の
使
い
方
、

に
つ
い
て
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
は
、
当
時
の
勤
務
地
で

あ
っ
た
群
馬
県
か
ら
災
害
派
遣
で
出
動
し
神
戸
市
東
灘
区
で
活

動
を
し
ま
し
た
。
先
日
、
約
三
十
年
ぶ
り
に
当
時
の
記
憶
を
頼

り
に
し
て
、
現
地
を
散
策
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
が
、
全
く
過

去
の
記
憶
は
役
に
立
た
ず
、
携
帯
電
話
の
地
図
ソ
フ
ト
を
駆
使

し
て
何
と
か
派
遣
さ
れ
た
場
所
に
到
着
し
ま
し
た
。

当
時
、
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
た
阪
神
高
速
道
路
の
倒

壊
地
域
は
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て
い
た
半
面
、
倒
壊
場
所
近
く
で

活
動
拠
点
と
し
て
使
用
さ
せ
て
頂
い
た
小
学
校
は
現
在
も
健
在

で
あ
り
、
雰
囲
気
は
当
時
と
同
じ
で
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

約
三
十
年
前
の
災
害
派
遣
で
活
動
し
た
兵
庫
県
で
勤
務
す
る

こ
と
に
な
る
と
は
、
人
生
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。

い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
の
は
地
震
も
同
じ
で
、
東
日

本
大
震
災
、
記
憶
に
新
し
い
令
和
六
年
一
月
の
能
登
半
島
地
震
、

第
三
後
方
支
援
連
隊
の
皆
さ
ん
も
災
害
派
遣
に
従
事
さ
れ
た
方

は
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
親
父
の
一
言
。

人
生
の
中
で
、
圧
倒
的
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す
の
は
仕
事
で

す
。

つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
仕
事
で
も
、
粘
り
強
く
続
け
る
こ

と
は
継
続
す
る
力
と
な
り
、
任
務
達
成
に
導
く
価
値
の
あ
る
能

力
で
す
。

災
害
派
遣
の
場
で
も
「
順
境
な
ら
「
良
し
」
、
逆
境
な
ら
「
な

お
良
し
」
、
自
分
の
環
境
、
境
遇
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
い
か

な
る
時
で
も
努
力
を
重
ね
懸
命
に
任
務
完
遂
に
邁
進
す
る
。

以
前
、
上
司
か
ら
こ
の
教
え
を
頂
き
、
少
し
ず
つ
自
分
な
り
に

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
継
続
す
る
力
、
努
力
を
重
ね
る
こ
と
に
挑
戦
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

衛生隊
先任上級曹長

陸曹長 及川 文仁

本部付隊
通信小隊長

３尉 田浦 勝裕

２
０
０
２
年
、
東
京
で
男
性
に
対
し
て
暴
行
を
加
え

て
相
手
を
死
亡
さ
せ
、
傷
害
致
死
容
疑
で
起
訴
さ
れ
た

１
８
才
の
少
年
２
人
に
対
し
て
、
裁
判
長
が
『
君
た
ち

は
、
さ
だ
ま
さ
し
の
【
償
い
】
と
い
う
唄
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
せ
め
て
歌
詞
だ
け
で
も
読
め
ば
、

な
ぜ
君
た
ち
の
反
省
の
弁
が
人
の
心
を
打
た
な
い
か
わ

か
る
だ
ろ
う
』
と
い
う
発
言
を
し
た
こ
と
が
話
題
と
な

り
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
陸
曹
に
な
っ
た

ば
か
り
の
私
は
、
す
ぐ
に
そ
の
【
償
い
】
と
い
う
唄
を

聞
き
、
償
う
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
唄
は
、
普

段
の
交
通
安
全
の
教
育
で
も
隊
員
一
人
一
人
が
一
考
す

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
よ
く
交
通
安
全
の
教

育
で
「
日
高
の
遺
書
」
は
有
名
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、
絶
対
に
事
故
を
起
こ
し
て
は
い
け

な
い
と
、
強
く
胸
に
突
き
刺
さ
る
話
で
す
。
し
か
し
、

事
故
と
い
う
の
は
自
分
自
身
の
意
識
と
運
転
の
仕
方
で

ほ
ぼ
無
く
す
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
絶

対
に
事
故
は
起
き
な
い
と
い
う
事
は
私
は
無
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
教
育

は
毎
年
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
も
し
万
が
一
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
時
に
、
こ
の
【
償
い
】
の
歌
詞
の
中

に
で
て
く
る
人
物
の
よ
う
な
行
動
が
は
た
し
て
と
れ
る

だ
ろ
う
か
？
も
し
か
し
た
ら
冷
静
な
判
断
が
で
き
ず
に

パ
ニ
ッ
ク
な
り
、
そ
の
現
場
か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
隊
員
も
い
る
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
も
し
こ
の
さ
だ
ま
さ
し
の
【
償
い
】
と

い
う
唄
を
聞
く
機
会
が
あ
れ
ば
聞
い
て
下
さ
い
。
交
通

事
故
だ
け
で
な
く
、
も
し
相
手
に
何
か
害
を
与
え
て
し

ま
っ
た
と
き
に
、
自
衛
官
と
し
て
人
と
し
て
、
間
違
っ

た
行
動
を
起
こ
さ
な
い
一
つ
の
契
機
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

第１整備大隊
最先任上級曹長

陸曹長 野瀬 良治



我
が
子
の
名
前
は
森
本
陽
葵
で
２
０

２
３
年
8
月
13
日
生
ま
れ
で
す
。

１
歳
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
リ
モ
コ

ン
に
集
中
し
て
い
る
か
と
思
う
と
い
つ

の
間
に
か
支
え
無
し
で
立
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
人
見
知
り
せ
ず
誰
に
で
も

抱
っ
こ
を
要
求
す
る
、
物
の
開
け
閉
め

が
で
き
る
な
ど
日
々
成
長
し
て
い
く
姿

が
私
に
と
っ
て
自
慢
で
す
。

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
が
朝
７
時
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
約
７
０
種
類

並
び
ま
す
。
並
ぶ
の
は
パ
ン
だ
け
で
な
く
、
７
時
の
オ
ー
プ
ン
前
か

ら
た
ま
き
亭
の
パ
ン
を
求
め
て
行
列
が
で
き
ま
す
。

夏
季
休
暇
に
私
が
７
時
に
行
く
と
そ
こ
か
ら
店
内
へ
入
る
ま
で
に

１
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。
２
０
０
１
年
に
オ
ー
プ
ン
当
初
は
売

り
場
が
約
４
坪
と
い
う
狭
小
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介

さ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
人
気
店
と
な
り
、
店
内
は
い
つ
も
お
客
さ
ん
で

ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
で
し
た
。
２
０
１
５
年
に
現
在
の
店
舗
に
移
転
し
、

店
内
は
広
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
訪
れ
る
人
々
も
増
え
、
い
つ

も
店
内
に
は
ズ
ラ
リ
と
お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の

パ
ン
が
あ
る
中
で
、
私
の
オ
ス
ス
メ
は
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
あ
る

「
ベ
ー
コ
ン
ハ
ー
ス
」
と
い
う
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
ベ
ー
コ
ン
と
ペ
ッ
パ
ー

が
中
に
入
っ
た
パ
ン
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
パ
ン
が
あ

自
慢
の
我
が
子

地
元
自
慢

第
２
整
備
大
隊

２
等
陸
曹

佐
藤

真
未

私
の
地
元
は
京
都
府
の
南
部
に

位
置
す
る
宇
治
市
と
い
う
街
で
す
。

宇
治
市
と
い
え
ば
お
茶
で
有
名
な

町
で
す
が
、
今
回
紹
介
し
た
い
の

は
、
【
た
ま
き
亭
】
と
い
う
パ
ン

屋
さ
ん
で
す
。
ハ
ー
ド
系
、
ソ
フ

ト
系
や
惣
菜
パ
ン
に
ス
イ
ー
ツ
系

補
給
隊

３
等
陸
曹

森
本

寛
崇

今
年
の
九
月
六
日
に
第
三
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊

に
配
属
さ
れ
た
柳
瀬
二
士
で
す
。

僕
に
は
、
絶
対
叶
え
た
い
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

陸
曹
に
な
る
事
で
す
。
配
属
さ
れ
て
約
三
か
月
が
経

ち
、
毎
日
わ
か
ら
な
い
事
や
不
安
な
事
が
沢
山
あ
り
、

日
々
自
分
自
身
と
葛
藤
し
な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
優
し
く
教

え
て
下
さ
る
先
輩
方
に
憧
れ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

僕
も
陸
曹
に
な
り
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
歩
と
し
て
、
来
年
一
月
か
ら
部
隊
通

信
の
教
育
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

部
隊
の
代
表
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
学

び
、
部
隊
の
任
務
達
成
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
私
的
で
は
あ
り
ま
す
が
今
年
七
月
に
入
籍
を
し

ま
し
た
。
新
た
な
家
族
が
で
き
、
一
人
の
男
と
し
て

国
防
と
家
庭
と
い
う
守
る
べ
き
存
在
が
で
き
、
身
が

よ
り
一
層
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
仕
事
も

家
庭
も
両
立
し
、
新
隊
員
と
し
て
何
事
も
率
先
急
行

し
、
先
輩
方
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
な
陸
曹
に
必
ず
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
待
の
新
戦
力

補給隊 ２等陸士 柳瀬 元彌
「陸曹を目指して」

私の得意料理

第
１
整
備
大
隊

陸
曹
長

寺
井

剛

私
の
得
意
料
理
は
、
鶏
ハ
ム
で
す
。
私
は
鶏
の
胸
肉
が
低

カ
ロ
リ
ー
・
高
タ
ン
パ
ク
質
と
い
う
理
由
で
料
理
す
る
際
に

多
様
し
ま
す
が
、
中
で
も
鶏
ハ
ム
は
比
較
的
簡
単
に
作
る
こ

と
が
可
能
な
の
で
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

【
作
り
方
】

①
鶏
胸
肉
両
面
に
フ
ォ
ー
ク
で
穴
を
あ
け
る
。

②
ポ
リ
袋
に
砂
糖
大
１
と
塩
小
２
を
水
２
０
０
ｍℓ

く
ら
い

に
溶
か
し
、
①
の
胸
肉
を
入
れ
て
半
日
ほ
ど
漬
け
る
。

り
ま
す
が
、
ど
の
パ
ン
を
食
べ
て
も
美
味
し
く
、
各
地
か
ら
た
ま
き
亭
を
求
め
る

人
々
・
朝
早
く
か
ら
並
ぶ
人
々
の
気
持
ち
が
分
か
る
気
が
し
ま
す
。

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
に
も
食
べ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
パ
ン
好
き
な
み
な
さ
ん
、
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
一
度
た
ま
き
亭
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
３
～
５
分
沸
騰
し
た
お
湯
で
湯
銭
し
、
火
を
止
め
て

温
く
な
る
ま
で
放
置
（
概
ね
２
～
３
ｈ
）
。

④
一
口
サ
イ
ズ
に
切
っ
て
盛
り
付
け
て
完
成
。

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
放
置
し
て
い
る
時
間
が
長
い

の
で
計
画
的
に
作
成
す
れ
ば
全
く
手
間
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
妻
と
娘
に
も
好
評
で
妻
か
ら
は
「
ま
あ
ま
あ
や
な

（
え
え
や
ん
。
）
」
の
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

６



お
す
す
め
の
旅
先

銀
山
温
泉
に
つ
い
て

輸
送
隊

２
等
陸
曹

斎
藤

彰
美

私
の
趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
過
ご
す

時
間
は
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

テ
ン
ト
を
設
営
し
焚
火
を
囲
ん
で
食
事
を
楽
し
む
時
間
は
、
普

段
何
気
な
い
ご
飯
が
外
で
食
べ
る
と
自
然
の
空
気
と
共
に
味
わ
え

最
高
の
ひ
と
時
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
に
は
満
天
の
星
空
が
広

が
り
、
日
頃
は
気
づ
か
な
い
静
寂
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
一
人
で
も
仲
間
と
で
も
楽
し
め
、
共
に
過
ご
す
時

間
が
絆
を
深
め
て
く
れ
ま
す
。
自
然
の
中
で
の
生
活
は
、
毎
回
新

た
な
発
見
が
あ
り
私
に
と
っ
て
最
高
の
趣
味
で
す
。

私
の
趣
味

第
２
整
備
大
隊
高
射
直
接
支
援
隊

陸
士
長

加
藤

里
奈

今
回
は
私
の
お
す
す
め
の
温
泉
、

山
形
県
に
あ
る
銀
山
温
泉
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

銀
山
温
泉
の
魅
力
で
も
あ
る
街
並

み
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
建
て
ら
れ
た
木
造
建
築
が
特

徴
で
す
。
自
然
に
囲
ま
れ
洋
風
の

木
造
建
築
が
建
ち
並
ぶ
温
泉
街
は
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
独
特
な
雰
囲

気
を
楽
し
め
ま
す
。

得
意
料
理
と
い
っ
て
、

こ
れ
だ
！
と
い
う
の
が

あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、

子
供
が
「
ま
た
作
っ
て

ほ
し
い
。
」
と
言
わ
れ

る
料
理
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

私
に
は
、
６
歳
と
２

歳
の
子
供
（
兄
弟
）
が

い
ま
す
。
兄
弟
と
も
に

肉
が
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
の
で
す
が
、
豚
汁

だ
け
は
唯
一
食
べ
て
く

れ
ま
す
。

幸
い
な
事
に
、
二
人
と

も
野
菜
は
食
べ
て
く
れ

る
の
で
（
好
み
が
多
少

あ
り
ま
す
が
）
根
菜
類

も
い
れ
て
、
週
に
２
回

作
る
時
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
く
な
る

季
節
な
の
で
登
場
回
数

が
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
飽
き
た
！
と
言
わ

れ
る
ま
で
は
、
作
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

本
部
付
隊
屈
指⁉

の
健
康
隊

員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の

健
康
秘
訣
に
つ
い
て
少
し
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
く
健
康
の
３
大
要
素
で
あ

る
「
栄
養
」
「
運
動
」
「
睡

眠
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と

が
大
切
と
言
い
ま
す
が
、
私
は

も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
程
よ
く
守
り

な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
私
は

健
康
維
持
が
長
続
き
し
な
い
の

で
最
低
週
１
回
以
上
は

自
分
の
好
き
な
も
の
を
好
き
な

だ
け
飲
食
（
暴
飲
暴
食
）
し
た

り
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
フ
ル
ス

イ
ン
グ
し
た
り
し
て
ス
ト
レ
ス

を
溜
め
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。幸

い
な
こ
と
に
、
今
ま
で
大

き
な
怪
我
・
病
気
な
く
こ
れ
た

の
で
、
引
き
続
き
家
族
に
心
配

か
け
な
い
よ
う
健
康
に
留
意
し

て
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私の得意料理 本部付隊
３等陸曹 中山 梨絵

健
康
秘
訣

本
部
付
隊

２
等
陸
曹

磯
本

和
則

銀
山
温
泉
の
も
う
一
つ
の

魅
力
は
、
夜
に
な
る
と
灯
る

ガ
ス
灯
の
灯
り
で
す
。
温
泉

街
の
通
り
に
は
ガ
ス
灯
が
並

び
、
そ
の
温
か
な
灯
り
が
夜

の
街
を
照
ら
し
ま
す
。
こ
の

ガ
ス
灯
の
景
色
は
昼
間
と
は

ま
た
違
っ
た
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
ま
す
。
特
に
冬
の
雪
景

色
と
ガ
ス
灯
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
是
非
一
度
は
見
て
い
た

だ
き
た
い
景
色
だ
と
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
。

銀
山
温
泉
の
温
泉
街
は
、

そ
の
歴
史
的
な
風
情
と
美
し

い
景
色
で
、
訪
れ
る
人
々
に

特
別
な
体
験
を
提
供
し
ま
す
。

そ
ん
な
風
情
あ
ふ
れ
る
銀
山

温
泉
で
頂
く
美
味
し
い
料
理

と
温
泉
で
癒
さ
れ
る
ひ
と
と

き
は
、
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
至
福
の
時
間
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

関
西
か
ら
は
距
離
は
あ
り
ま
す

が
、
大
正
ロ
マ
ン
を
感
じ
ら
れ
非

日
常
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
銀

山
温
泉
に
是
非
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
な
と
思
い
紹
介
し
ま
し

た
。

７



８

第１整備大隊
３等陸尉 今村 嘉宏
令和６年11月16日付

第2整備大隊
３等陸尉 田中 隆司
令和6年12月20日付

本部付隊
陸曹長 藤木 明廣
令和6年11月13日付

連
隊
本
部

２
佐

坂
元

忠
彦

北
処
（
足
寄
）

連
隊
本
部

２
佐

根
本

健
一

補
統
（
十
条
）

本
部
付
隊

２
曹

和
木

修
司

３
高
大
（
姫
路
）

連
隊
本
部

准
尉

山
本

昇
吾

２
整
大
か
ら

第
２
整
備
大
隊

曹
長

阿
部

博
光

本
部
付
隊
か
ら

３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

２
佐

坂
元

忠
彦

連
隊
本
部

准
尉

小
林

毅

連
隊
本
部

４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
）

准
尉

山
本

昇
吾

２
整
大

４
級
賞
詞
（
無
事
故
表
彰
）

２
曹

山
下

忠
尊

本
部
付
隊

３
曹

井
置

健

補
給
隊

３
曹

牧
原

紀
子

輸
送
隊

永
年
勤
続
（
25
年
）
表
彰

３
佐

古
賀

貴
雄

連
隊
本
部

１
曹

石
堂

亮

本
部
付
隊

２
曹

森
下

裕
之

本
部
付
隊

１
尉

福
井

祐
作

１
整
大

２
曹

田
中

伸
輔

１
整
大

１
尉

濱
竹

憲
市

２
整
大

２
曹

岡
本

祥
史

２
整
大

２
曹

内
村

光
介

２
整
大

２
曹

清
水

裕
貴

２
整
大

２
曹

神
田

政
志

２
整
大

曹
長

森

裕
介

衛
生
隊

本
部
付
隊

２
士

明
石

陽
人

第
１
整
備
大
隊

２
士

中
塚

大
介

２
士

西
川

真
優

２
士

岡
田

香
奈
莉

２
士

松
本

千
鶴

２
士

薬
師
人

紀
花

２
士

渡
邊

刀
規

２
士

大
島

聖
也

２
士

今
岡

賢
周

第
２
整
備
大
隊

２
士

小
野

達
也

２
士

荒
井

佑
月

２
士

古
谷

優
記

２
士

池
田

優
作

２
士

川
嵜

大
輝

２
士

吉
田

陽
太

２
士

豊
田

隼
斗

２
士

川
本

聖
翔

２
士

宮
井

勇
季

２
士

前
田

夕
綺

２
士

冨
岡

拓
真

２
士

野
路

智
矢

２
士

髙
寺

有
祐

補
給
隊

２
士

中
矢

夏
樹

２
士

杉
岡

芽
衣

２
士

山
岡

天
高

２
士

岩
峰

樹
也

２
士

野
村

蓮
亮

２
士

柳
瀨

元
彌

２
士

堀
川

空
良

２
士

尾
浦

旬
亮

２
士

大
林

雄
大

２
士

笹
島

美
羽

輸
送
隊

２
士

東
山

陸

衛
生
隊

２
士

上
田

尚
吾

２
士

牛
越

莉
緒

上番 山本准尉
（２整大から）

下番 小林准尉
（付配置へ）

坂元２佐
北処 足寄へ
約１年４カ月間

ありがとうございました


